
シャッターチャンス このコーナーでは市のさまざまな情報を
写真で紹介します。
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8月2日から16日､市役所コミュニティルームおよび展示コーナーで､平和パネル展と平和祈念企画展｢戦時下のく
らし｣を開催しました｡原爆の悲惨さを伝えるパネルや戦時中の金属供出により本来金属製であったものが陶器製
になった日用品､戦時中に発行されたお金などを展示しました｡終戦から76年もの歳月が流れようとしていますが､
今も世界の中では争いが絶えません｡平和で豊かな社会を築き次の世代に引き継いでいくため､改めて戦争の悲
惨さや平和の尊さについて考える機会となりました｡

恒久平和への祈りを込めて

8月19日､東京2020パラリンピックの聖火が吉川市を訪
れました｡イギリスのストーク･マンデビルと全国700カ所
以上で採火される炎から生み出される聖火は､｢Share 
Your Light(あなたは､きっと､誰かの光だ｡)｣をコンセプト
に､パラリンピックへの期待や祝祭感を高めてくれました｡

パラリンピックの聖火がやってきた！

8月20日､家庭教育講座｢科学実験｣を開催しました。吉
川さいえんすクラブの山田 陽一先生に｢万華鏡づくり」
を教わり､鏡を貼り合わせて一から組み立てに挑戦しま
した。何度ものぞき込んで確認し､きらきら不思議な模
様の万華鏡が完成しました。

世界に一つだけの万華鏡

知っていますか？
子育て支援三つの拠点

　｢子育て支援センター｣では､イベントなどを通じ､親子でさまざ
まな体験ができたり､子育ての情報(地域､幼稚園､保育所など)や
ヒントを得られたり､いろいろな考えに出会い自分流の子育てを
見つけることができます｡ここでは市内にある3カ所の子育て支援
センターをご紹介します｡

下記の開室時間は平常時の時間となります｡現在はコロナウイルス感染拡大防止のため開室時間を
午前10時から正午､午後1時から3時とし､昼食も中止しています｡
※イベント開催日や休日などの詳細は広報よしかわ｢公共施設からのお知らせ｣または市ホームページでご確認ください｡ 

　市の保育士が常駐しています！子育てのこと､お子さんの発達面のことなど､お気軽に
ご相談ください｡お子さんや保護者同士のふれあいや遊び場の提供､ファミリー･サポート
･センターの事務局､子育てサークルの無料利用証発行などを行っています｡愛称は｢ひま
わりの丘｣です｡ぜひ遊びに来てください｡

吉川市
子育て支援
センター

　先輩ママスタッフが元気いっぱいに運営しています｡たくさんの本を揃えた本棚や洋服
のおさがり交換コーナーもあります｡困ったこと､相談したいことがあれば気軽にお声掛
けください｡近くの公園で遊ぶ｢そと★ぴこじかん｣もおすすめです！
　皆さんのご利用をお待ちしています｡

中央
子育て支援
センター

　先輩ママスタッフが一緒に遊んだり､相談に乗っています｡市内の子育て情報や､地域の
情報を知っていただけるよう情報発信に力を入れています！3カ所の子育て支援センター
の中で一番広いため､赤ちゃんも安心して遊ぶことができます｡プレママ､プレパパさんも
大歓迎です！

美南
子育て支援
センター

〒342-0058　きよみ野1-1 
市民交流センターおあしす2階

984･6377

月～金 (おあしす休館日(第1･3水
除く)) 午前9時～午後5時

〒342-0038 美南4-17-3
吉川市立美南小学校内

983･5267

月～金 (不定期で土日イベント開催
あり(月1･2回程度))
午前10時～午後3時

子育て遊ぼう講座の様子

ハローサロンの様子

パパサロンの様子

子育て読み聞かせ講座の様子

〒342-0054　吉川団地1-7-106 
吉川団地名店街内

971･8865

月～金 (不定期で土日イベント開催あり
(月1･2回程度))
午前10時～午後3時

　2015年の国連サミットで採択された､2030年までに達成を目指す国際目標です。貧困や
気候変動などの世界的な課題を解決するために、｢誰ひとり取り残さない｣という理念のもと､
17の目標と169のターゲットが設定されています。

世界の人口の半数が基礎的な医療保険サービスを受けられていない
　医療制度が整っていなかったり､医療費がすべて自己負担であったりと､基礎的な医療保険サ
ービスを受けられない人は､世界人口の約半数に上ると言われています。
日本での課題
　日本では医療保険制度が整っていますが､少子高齢化のさらなる進行によって､病院にかかる
人が増える一方で､医療費を負担する世代が減ると､制度が保てなくなる恐れ
があります｡医療費を増大させないために､健康上の問題がなく日常生活を
送ることができる｢健康寿命｣を延ばすことが重要となっています｡
私たちにできること
　一人ひとりが健康意識を高め､健康診断や検診を定期的に受けたり､運動
の習慣化や食生活の改善などを行うことで健康的な暮らしを目指しましょう｡

なるほど！ S D G S 小さなことから
コツコツと

目標 3
すべての人に
健康と福祉を

介護予防には
なまらん体操
がおすすめ！

やま だ    よういち


